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１

森林作業員奈良県フォレスターアカデミー

奈良県フォレスターの業務

市町村県

森林組合・林業事業体

市町村森林整備計画の推進
奈良県フォレスターは各市町村において業務を実施
施業放置林整備伐採届

幹部候補森林作業員学科（１年制）フォレスター学科（２年制） 卒業・就職卒業・就職
令和３年４月開校 （吉野高校内）アカデミー入学試験合格者県職員採用試験合格者 入学採用・入学
奈良県奈良県奈良県奈良県フォレスターフォレスターフォレスターフォレスター
卒業・任命 派遣

ⅠⅠⅠⅠ

ⅡⅡⅡⅡ

Ⅰ 卒業後に森林組合や林業事業体等で森林作業等に従事する林業従事者

Ⅱ 県職員（森林管理職） として採用され、卒業後、市町村に派遣される奈良県フォレスター

奈良県フォレスターアカデミーが育成する人材



林業に必要な資格の取得はもちろん、安全に木を伐倒したり道づくりを行う技術等について、森林内での実習を

通じて学習。（運営財源：奈良県森林環境税）

また、企業でのインターンシップや学生向けの就職斡旋も実施。

↓作業道の開設実習の様子
↑木材の搬出実習の様子

↓チェーンソー操作実習の様子
↑実習後の集合写真

２
ⅠⅠⅠⅠ卒業後に森林組合や林業事業体等に就職して森林作業等に従事する学生：３ページでご紹介
ⅡⅡⅡⅡ卒業後に「奈良県フォレスター」として市町村に派遣される県職員（森林管理職）：４ページでご紹介

奈良県フォレスターアカデミーで学べること



Ⅰ 卒業後に森林組合や林業事業体等に就職して森林作業従事者になる学生について

１．設置している学科

・森林作業員学科（1年制）では、将来森林組合や林業事業体等で現場作業員として安全に作業することができる

ように、基本的知識や技術・技能及び地域性を持った技術的課題について学習。

・フォレスター学科（2年制）では、森林作業員学科でのカリキュラムに加えて、高度な専門知識と経営・サポート・コ

ミュニケーション・リーダーシップなどの基礎能力等を習得。

３．アカデミーからのお知らせ

２．卒業生の進路

・令和3年度、4年度、5年度にアカデミーを卒業した学生（森林管理職9名を除く）は30名で、全員が就業。

なお、卒業生の進路は以下のとおり。

林業事業体等：15名、森林組合：3名、地方公共団体（自然緑地管理）：3名、地方公共団体（森林管理）：2名、

地域おこし協力隊：1名、起業：2名、自営：1名、NPO等団体：1名、製材業：1名、物流等：2名

３



Ⅱ 「奈良県フォレスター」として市町村に派遣される県職員（森林管理職）について

１．奈良県フォレスター制度とは

県職員として給与を支給しながら2年間アカデミーのフォレスター学科で学ばせた森林管理職を、卒業後は市町

村の要請を受けて、原則、同一市町村に長期滞在で派遣（地方自治法252条の17）し、地域の森林環境管理に

関する総合的なマネジメントに従事させる、全国的に例のない制度。

２．制度の特徴

（１）同じ地域の森林環境を長期的に管理

（２）過疎地域等の市町村における森林関係技術職員の確保に寄与

（３）市町村からの権限委譲により森林法の伐採届に対する現地確認・指導等を、林地開発許可業務と併せて

県が一貫して実施

（フォレスター派遣市町村から県に地方自治法第252条の14の手続きにより権限委譲）

（４）県と市町村の費用負担

①給 料 ： 県支給（県基準）、市町村が県に同額を負担（国森林環境譲与税の充当が可能）

②物件費 ： 県が市町村に補助（財源：国森林環境譲与税）

（５）フォレスターアカデミー入学を条件とする県森林管理職の採用試験への応募は順調

幅広い年齢（18歳～40歳）の受験者

採用試験倍率（申込者数÷合格者数）：Ｒ３入学20.2倍、Ｒ４入学14.5倍、Ｒ５入学13.8倍、Ｒ６入学8.2倍

３．派遣市町村

令和6年4月現在で９名を９市町村に派遣。

（御所市、山添村、五條市、吉野町、黒滝村、野迫川村、十津川村、川上村、東吉野村に各１名）

４

４．令和6年度県職員（森林管理職）の募集

受験資格 ： 昭和59年4月2日から平成19年4月1日までに生まれた人、前職・専門知識不問

（試験案内配布日 ： 7月16日(火)）

受付期間 ： 8月13日（火）から9月3日（火）

1次試験 ： 9月29日（日）（合格発表は10月16日（水））

2次試験 ： 10月28日（月）から11月6日（水）のうち指定する1日（合格発表は11月28日（月））


